
『地球暮らし』2年目・・・今年もがんばります 
 あけましておめでとうございます。さつまホームの瀧川です。ちょっと遅いご挨拶になってしまいまし

たが、どうか本年もよろしくお願い申し上げます。さて、前号で「次回は環境共生住宅の具体的な工

夫や取り組みです」とお話ししたのですが、今月中にどうしてもお伝えしたいことが出てきてしまいま

した。今回は予定を変更して、今月20日より公開されるドキュメンタリー映画『不都合な真実』の話題

を中心に、地球温暖化の問題を再考してみたいと思います。 
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さつまホームは地球温暖化防止に取り組んでいます 

CNET JAPANのサイト 

  http://japan.cnet.com/ 
引用した記事のURL= http://japan.cnet.com/news/biz/
story/0,2000056020,20340769,00.htm?tag=blogger.cr 

映画『不都合な真実』の公式サイト 

  http://www.futsugou.jp/ 

トピック 編集後記 ゴアさんありがとう！ 

『不都合な真実』早速見に行って来ましたよ！

素晴らしい内容で、思いを同じくする一人とし

て、とても勇気付けられました。感謝します。 

お得情報！「エコサンデー」キャンペーン 
大阪ではナビオTOHOプレックスにて開催。

1/21、28、2/4、11は500円で鑑賞できる！ 
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株式会社さつまホーム企画室 

地球やりなおし計画 

事務局 

第 13 号 

ア ル・ゴア氏はクリントン政権時に副大統

領を務め、情報スーパー

ハイウエー構想の実現に

尽力。2000年の大統領選

に出馬するも、何やら不透

明な匂いのする得票数え

直しの末、ジョージ・ブッ

シュ現大統領に敗北し、ホ

ワイトハウスを去りました。その後政界からは遠

のいていましたが、以来彼がかねてから大きな

関心を持ち研究していた環境問題、とりわけ地

球温暖化問題に関するスライド講演を世界中

で1000回以上も実施。その内容を中心に作ら

れたドキュメンタリー映画『不都合な真実』（原題

『An Inconvenient Truth』）に出演しました。映

画は昨年全米で公開され、ドキュメンタリー映画

としては史上3番面目の興行成績を記録し、今

年1月20日より日本でも公開されます。（上の写真と
以下の記事は、CNET JAPANのWebサイトより引用） 

こ の映画の公開に先立ち、1月15日、東京都内の映画館でプレミアム試

写会が開かれ、ゴア氏がこの映画や地球

温暖化問題に寄せる熱い思いを語った。  

ゴ ア氏は「日本語の危機という字は、機会という意味も含まれている。こ

の映画が温暖化問題を考える機会になっ

てほしい」と呼びかけた ゴア氏は地球温

暖化問題を「人類史上最大の危機」と指摘

する。気温の上昇によって海面が上昇して

陸地が減少するほか、気温の変化によって

生態系が変わり、植物や動物が絶滅する

恐れがある。温暖化は着実に進行してお

り、止まる気配はない。  

地 球の平均気温は20世紀の間に約0.6度上がったと言われており、この

まま行けば2100年にはさらに1.4～5.8度上

昇するという予測もある。「たいしたことない

と思うかもしれないが、これが自分の子ども

だったらどうだろう。体温が36度の平熱から

5度上昇して41度になったとしたらかなり重

大な問題だ」（ゴア氏）。もし自分の子どもが

熱を出せば、ただちに病院に行って医者の

アドバイスに従うだろう。同じように、温暖化

の問題には、警鐘を鳴らす科学者たちの

声に耳を傾けるべきだとゴア氏は訴える。  

ゴ ア氏は1960年代後半から温暖化問題に取り組んでおり、1997年に採択

された京都議定書の交渉にも尽力した。米

国では連邦議会が議定書の批准を渋り、

ブッシュ政権になってからは議定書からの

離脱を正式に表明している。この点につい

てゴア氏は「本来なら米国がリーダーシップ

を発揮すべき分野だ」として現政権を批

判。同時に、この会議で議長国を務めた日

本には、引き続き温暖化問題でリーダー

シップを発揮して欲しいと期待を寄せた。
（引用終わり） 

い かがでしょう？地球の気温を人の体温に例える部分など、私もちょうど1年前に同

じ話をこの『地球暮らし』に書かせていただいた

のでとても嬉しくなりました。日本は地球温暖化

問題では世界屈指の当事者国であり、また一

方、世界に誇れる省エネ・環境技術も持ってい

ます。ゴア氏も先のインタビューにおいて「足り

ないのは『行動する意志』」と結んでいます。日

本の場合、この問題の約3割が私たち一般市民

の日常生活によるものです。皆さんもどうか「不

都合」だからといって「真実」に目を背けず、こ

の問題を直視していただきたいと思います。 

 『不都合な真実』  ～アル・ゴア米前副大統領からのメッセージ～ 

地球温暖化防止と 
環境共生住宅を考える 

● 世界の気温、今年は最も暖かい？ 

英気象庁予測。2007年の世界の平均

気温が1998年に記録した過去最高の

14.52度を更新する可能性が高いとの

予測を発表。地球温暖化の進行と太平

洋のエルニーニョ現象が主因と指摘。 

● 家庭・運輸部門の遅れが障害に 

政府の総合削減目標90年比0.6%（排

出権取引分等繰入後）に対し、2005年

は同8.1％増。産業部門で同3％削減し

たものの、家庭部門同38％増、運輸部

門同18％増と足を引っ張った。排出量

全体の約3割を占める家庭部門の努力

が不可欠なことが改めて浮き彫りに。 

 

 

http://satsumahome.com/weblog/earth/ 

お知らせ バックナンバーをプレゼント 

『地球暮らし』創刊1周年を記念して、

バックナンバー全号をご希望の方に無料

贈呈いたします。下記のEメールアドレス、

FAXか、またはこちらの自動応答ダイヤル

でご請求下さい。 0120-868-099(無料) 


